
【表紙】
 

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書

【提出先】 関東財務局長　殿

【提出日】 平成30年3月15日提出

【発行者名】 ワイエムアセットマネジメント株式会社

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　廣中　享二

【本店の所在の場所】 山口県下関市竹崎町四丁目2番36号

【事務連絡者氏名】 原田　知幸

連絡場所　（本店）山口県下関市竹崎町四丁目2番36号

【電話番号】 083-223-5186

【届出の対象とした募集

内国投資信託受益証券に

係るファンドの名称】

YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）　　

愛称：トリプル維新ファンド（安定タイプ）

YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）　　

愛称：トリプル維新ファンド（成長タイプ）

（総称を「YMアセット・バランスファンド　愛称：

トリプル維新ファンド」とします。）

【届出の対象とした募集

内国投資信託受益証券の

金額】

継続申込期間（平成29年9月16日から平成30年9月18日

まで）

各ファンドについて10兆円を上限とし、合計で20兆円

を上限とします。

【縦覧に供する場所】 該当ありません。
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

平成29年９月15日付で提出した有価証券届出書（平成30年3月7日付で提出した有価証券届出書の訂正届

出書により訂正済み。以下「原有価証券届出書」）の記載事項を、半期報告書等の提出に伴い新たな内

容に改めるため、本訂正届出書を提出致します。

 

２【訂正の内容】

 

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部__は訂正部分を示し、＜更新後＞の記載事項は原

有価証券届出書の更新後の内容を示します。
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第二部【ファンド情報】
　

第１【ファンドの状況】

　

１【ファンドの性格】

　

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

＜更新後＞

＜略＞

 

 

 

 

 

＜略＞
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（３）【ファンドの仕組み】

＜更新後＞

＜略＞

 

＜委託会社の概況（平成29年12月末日現在）＞

・資本金の額　2億円

・沿革

平成28年1月4日 ワイエムアセットマネジメント株式会社設立

平成28年4月14日 投資運用業の登録（登録番号：中国財務局長（金商）第４４号）

平成29年8月31日 資本金1億円から2億円へ増資

 

・大株主の状況

名　称 住　所 所有

株式数

比率

株式会社山口フィナンシャルグ

ループ

山口県下関市竹崎町四丁目2番36号 6,300株 90％

 
株式会社大和証券グループ本社

 
東京都千代田区丸の内一丁目9番1号

700株

 
10％
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２【投資方針】

　

（３）【運用体制】

＜更新後＞

＜略＞

 

※　上記の運用体制は平成29年12月末日現在のものであり、変更となる場合があります。

 

（５）【投資制限】

＜更新後＞

＜略＞

 

＜参考＞組入投資信託証券の概要

◆本項は、当ファンドが投資を行なう投資信託証券の投資態度、信託報酬、関係法人等について、平成30年3

月15日現在で委託会社が知り得る情報をもとに記載したものであり、記載内容が変更となる場合がありま

す。

◆今後、名称変更となる場合、繰上償還等により投資信託証券が除外される場合、新たな投資信託証券が追

加となる場合等があります。

◆当ファンドが、以下のすべての投資信託証券に投資するとは限りません。

◆なお、下記の点については、各投資信託証券に共通となっています。

ファンドの関係法人のうち販売会社：三菱UFJ信託銀行株式会社

 

・組入投資信託証券の委託会社等については、末尾の「組入投資信託証券の委託会社等について」を

ご参照下さい。

・組入投資信託証券の一部の受託会社について、信託事務処理の一部を他の信託銀行に再信託する場

合があります。
 

 

＜略＞

 

３【投資リスク】

＜更新後＞

 

＜略＞
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４【手数料等及び税金】

　

（３）【信託報酬等】

＜更新後＞

＜略＞

⑤　当ファンドの信託報酬等のほかに、当ファンドが投資対象とする投資信託証券に関しても信託報

酬等がかかります。

　投資対象とする投資信託証券の信託報酬を加えた実質的な信託報酬（年率）の概算値は以下のと

おりです。

ただし、この値はあくまで目安であり、ファンドの実際の投資信託証券の組入状況等によって

は、実質的な信託報酬（年率）は変動します。

組入ファンドの信託報酬を加えた実質的な信託報酬（税込、年率）の概算値

（平成30年3月15日時点）

ファンド名 実質的な信託報酬率（税込）の概算値

安定タイプ 年率1.380％程度以内

成長タイプ 年率1.482％程度以内

 

（注）各組入投資信託証券の信託報酬等について、くわしくは、前掲の「＜参考＞組入投資信託証

券の概要」をご参照下さい。なお、信託報酬等は平成30年3月15日現在のものであり、今後変

更となる場合もあります。

 

　信託報酬を対価とする役務の内容は、配分先に応じて、それぞれ以下のとおりです。

委託会社：ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報

告書の作成等の対価

販売会社：運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対

価

受託会社：運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

 

（５）【課税上の取扱い】

＜更新後＞

＜略＞

（※）上記は、平成29年12月末現在のものですので、税法または確定拠出年金法が改正された場合等

には、上記の内容が変更になることがあります。

＜略＞
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５【運用状況】

原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第１　ファンドの状況　５　運用状況」を次の内容に訂

正・更新します。

 

＜訂正後＞

【YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）】

 

（１）【投資状況】

 （平成29年12月末日現在）

資産の種類 時価合計(円) 投資比率(％)

投資信託受益証券 8,140,744,877 99.05

 内　日本 8,140,744,877 99.05

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 77,839,592 0.95

純資産総額 8,218,584,469 100.00
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（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ．主要銘柄の明細

      （平成29年12月末日現在）

 銘柄名
通貨

地域

種類

業種

数量

（株）

簿価単価

簿価金額

（円）

評価単価

時価金額

（円）

利率(%)

償還期限

(年/月/日)

投資

比率

1

先進国債券（為替ヘッジあ

り）ファンド（適格機関投

資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 4,510,478,912
0.9721 0.9686 －

53.16%

日本 － 4,385,067,461 4,368,849,874 －

2

新興国債券（為替ヘッジあ

り）ファンド（適格機関投

資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 2,092,000,607
1.0407 1.0429 －

26.55%

日本 － 2,177,183,136 2,181,747,433 －

3
国内ＲＥＩＴファンド（適

格機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 418,261,700
0.9538 0.9562 －

4.87%

日本 － 398,962,281 399,941,837 －

4
先進国ＲＥＩＴファンド

（適格機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 359,984,630
1.0642 1.1082 －

4.85%

日本 － 383,120,293 398,934,966 －

5
新興国株式ファンド（適格

機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 169,294,894
1.4225 1.5766 －

3.25%

日本 － 240,833,627 266,910,329 －

6
先進国株式ファンド（適格

機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 180,257,908
1.3418 1.4586 －

3.20%

日本 － 241,883,066 262,924,184 －

7
国内株式ファンド（適格機

関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 174,383,841
1.3675 1.4992 －

3.18%

日本 － 238,476,852 261,436,254 －

(注)投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。
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ロ．種類別および業種別投資比率

  （平成29年12月末日現在）

種類 国内／外国 業種 投資比率（％）

投資信託受益証券 国内 投資信託受益証券 99.05

 小計  99.05

合　計（対純資産総額比）  99.05

 

②【投資不動産物件】

　該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

　該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

 

純資産総額

（分配落）

（円）

純資産総額

（分配付）

（円）

１口当たりの

純資産額

(分配落)(円)

１口当たりの

純資産額

(分配付)(円)

設定時

(平成28年6月24日)
1,278,590,000 － 1.0000 －

第1計算期間末

(平成29年6月23日)
6,572,986,440 6,572,986,440 1.0203 1.0202

平成28年12月末日 6,591,144,300 － 0.9998 －

平成29年1月末日 6,675,258,661 － 0.9997 －

2月末日 7,135,829,389 － 1.0097 －

3月末日 7,283,844,914 － 1.0062 －

4月末日 6,965,519,499 － 1.0109 －

5月末日 6,917,502,044 － 1.0175 －

6月末日 6,549,131,636 － 1.0202 －

7月末日 6,466,186,305 － 1.0168 －

8月末日 6,258,895,498 － 1.0215 －

9月末日 5,534,732,256 － 1.0183 －

10月末日 8,525,214,259 － 1.0205 －

11月末日 8,474,623,250 － 1.0241 －

12月末日 8,218,584,469 － 1.0255 －
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②【分配の推移】

 １口当たり分配金(円)

第1計算期間 0.0000

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
－

 

③【収益率の推移】

 収益率(％)

第1計算期間 2.0

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
0.1

 

（４）【設定及び解約の実績】

 設定数量（口） 解約数量（口） 発行済数量（口）

第1計算期間 9,316,425,355 2,874,158,216 6,442,267,139

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
3,593,731,657 2,008,190,125 8,027,808,671

(注)第1計算期間の設定数量には当初設定数量を含んでおります。
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（参考情報）運用実績
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【YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）】

 

（１）【投資状況】

 （平成29年12月末日現在）

資産の種類 時価合計(円) 投資比率(％)

投資信託受益証券 3,067,128,129 99.03

 内　日本 3,067,128,129 99.03

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 29,912,152 0.97

純資産総額 3,097,040,281 100.00

 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ．主要銘柄の明細

      （平成29年12月末日現在）

 銘柄名
通貨

地域

種類

業種

数量

（株）

簿価単価

簿価金額

（円）

評価単価

時価金額

（円）

利率(%)

償還期限

(年/月/日)

投資

比率

1

先進国債券（為替ヘッジあ

り）ファンド（適格機関投

資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 1,055,835,045
0.9754 0.9686 －

33.02%

日本 － 1,029,929,493 1,022,681,824 －

2

新興国債券（為替ヘッジあ

り）ファンド（適格機関投

資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 489,782,566
1.0391 1.0429 －

16.49%

日本 － 508,965,604 510,794,238 －

3
先進国ＲＥＩＴファンド

（適格機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 346,364,264
1.0610 1.1082 －

12.39%

日本 － 367,503,110 383,840,877 －

4
国内ＲＥＩＴファンド（適

格機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 398,865,548
0.9653 0.9562 －

12.31%

日本 － 385,062,669 381,395,236 －

5
新興国株式ファンド（適格

機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 164,536,363
1.3788 1.5766 －

8.38%

日本 － 226,868,628 259,408,029 －

6
先進国株式ファンド（適格

機関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 174,793,073
1.3107 1.4586 －

8.23%

日本 － 229,112,958 254,953,176 －

7
国内株式ファンド（適格機

関投資家専用）

日本・円
投資信託

受益証券 169,460,212
1.3275 1.4992 －

8.20%

日本 － 224,963,052 254,054,749 －

(注)投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。
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ロ．種類別および業種別投資比率

  （平成29年12月末日現在）

種類 国内／外国 業種 投資比率（％）

投資信託受益証券 国内 投資信託受益証券 99.03

 小計  99.03

合　計（対純資産総額比）  99.03

 

②【投資不動産物件】

　該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

　該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

 

純資産総額

（分配落）

（円）

純資産総額

（分配付）

（円）

１口当たりの

純資産額

(分配落)(円)

１口当たりの

純資産額

(分配付)(円)

設定時

(平成28年6月24日)
843,380,000 － 1.0000 －

第1計算期間末

(平成29年6月23日)
3,022,624,974 3,022,624,974 1.0819 1.0818

平成28年12月末日 2,686,796,325 － 1.0590 －

平成29年1月末日 2,749,290,203 － 1.0635 －

2月末日 2,773,510,038 － 1.0708 －

3月末日 3,352,364,972 － 1.0645 －

4月末日 3,461,755,358 － 1.0699 －

5月末日 3,040,759,392 － 1.0782 －

6月末日 3,025,990,021 － 1.0859 －

7月末日 3,105,684,574 － 1.0861 －

8月末日 3,089,056,669 － 1.0835 －

9月末日 3,048,591,851 － 1.0899 －

10月末日 2,980,170,658 － 1.0993 －

11月末日 2,993,060,953 － 1.1061 －

12月末日 3,097,040,281 － 1.1137 －
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②【分配の推移】

 １口当たり分配金(円)

第1計算期間 0.0000

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
－

 

③【収益率の推移】

 収益率(％)

第1計算期間 8.2

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
2.4

 

（４）【設定及び解約の実績】

 設定数量（口） 解約数量（口） 発行済数量（口）

第1計算期間 4,998,159,904 2,204,298,430 2,793,861,474

平成29年6月24日～

平成29年12月23日
807,277,716 821,837,737 2,779,301,453

(注)第1計算期間の設定数量には当初設定数量を含んでおります。
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（参考情報）運用実績
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第３【ファンドの経理状況】

原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第３　ファンドの経理状況　１　財務諸表」の末尾に、

以下の中間財務諸表を追加します。

 

【中間財務諸表】

 

【YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）】

 

１．当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和

52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の３および第57条の２の規定により、「投資信託財産の計

算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

２．当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成29年6月

24日から平成29年12月23日まで）の中間財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により中間監査

を受けております。
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YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：円）

 前計算期間末
（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末
（平成29年12月23日現在）

資産の部   
流動資産   

金銭信託 857,339 7,919,873

コール・ローン 103,436,817 111,014,849

投資信託受益証券 6,504,449,644 8,237,027,317

未収入金 11,000,000 36,000,000

流動資産合計 6,619,743,800 8,391,962,039

資産合計 6,619,743,800 8,391,962,039

負債の部   
流動負債   

未払解約金 8,707,646 152,840,041

未払受託者報酬 913,773 919,774

未払委託者報酬 36,552,741 36,792,953

未払利息 － 182

その他未払費用 583,200 390,644

流動負債合計 46,757,360 190,943,594

負債合計 46,757,360 190,943,594

純資産の部   
元本等   

元本 ※１ 6,442,267,139 ※１ 8,027,808,671

剰余金   
中間剰余金又は中間欠損金（△） 130,719,301 173,209,774

（分配準備積立金） 44,347,119 32,274,294

元本等合計 6,572,986,440 8,201,018,445

純資産合計 6,572,986,440 8,201,018,445

負債純資産合計 6,619,743,800 8,391,962,039
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

  （単位：円）

 
前中間計算期間

（自　平成28年6月24日
　　至　平成28年12月23日）

当中間計算期間
（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

営業収益   
受取利息 13 26

有価証券売買等損益 △104,382,717 54,577,673

営業収益合計 △104,382,704 54,577,699

営業費用   
支払利息 23,944 26,326

受託者報酬 578,662 919,774

委託者報酬 23,148,186 36,792,953

その他費用 195,856 390,644

営業費用合計 23,946,648 38,129,697

営業利益又は営業損失（△） △128,329,352 16,448,002

経常利益又は経常損失（△） △128,329,352 16,448,002

中間純利益又は中間純損失（△） △128,329,352 16,448,002

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
△901,971 1,899,335

期首剰余金又は期首欠損金（△） － 130,719,301

剰余金増加額又は欠損金減少額 117,304,621 68,252,900

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
117,304,621 68,252,900

剰余金減少額又は欠損金増加額 7,709,988 40,311,094

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
7,709,988 40,311,094

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） △17,832,748 173,209,774
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（３）【中間注記表】

 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区　分

当中間計算期間

（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

１． 有価証券の評価基準及び評価方

法

投資信託受益証券

  移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、投資信託受益証券の基準価額に基

づいて評価しております。

 

 

（中間貸借対照表に関する注記）

区　分
前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

１． ※１ 期首元本額 1,278,590,000円 6,442,267,139円

  期中追加設定元本額 8,037,835,355円 3,593,731,657円

  期中一部解約元本額 2,874,158,216円 2,008,190,125円

     

２．  受益権の総数 6,442,267,139口 8,027,808,671口

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

区　分

前中間計算期間

（自　平成28年6月24日

　　至　平成28年12月23日）

当中間計算期間

（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

   該当事項はありません。 該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

　金融商品の時価等に関する事項

区　分 前計算期間末

（平成29年6月23日末）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

１． 貸借対照表計上額と時価との

差額

金融商品は全て時価で計上さ

れているため、貸借対照表計

上額と時価との差額はありま

せん。

同左

    

２． 時価の算定方法 (１)有価証券

重要な会計方針に係る事項に

関する注記に記載しておりま

す。

 

(２)上記以外の金融商品

これらは短期間で決済される

ため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいことから、当該帳簿価

額を時価としております。

同左
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（デリバティブ取引に関する注記）

　ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

　　（平成29年12月23日現在）

該当事項はありません。 同左

 

 

（1口当たり情報）

 
前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

1口当たり純資産額 1.0203円 1.0216円

（1万口当たり純資産額） (10,203円) (10,216円)
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【YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）】

 

１．当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和

52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の３および第57条の２の規定により、「投資信託財産の計

算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

２．当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成29年6月

24日から平成29年12月23日まで）の中間財務諸表について、有限会社 あずさ監査法人により中間監査

を受けております。
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YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：円）

 前計算期間末
（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末
（平成29年12月23日現在）

資産の部   
流動資産   

金銭信託 － 6,712,110

コール・ローン 50,160,632 54,972,376

投資信託受益証券 2,992,063,596 3,052,677,177

未収入金 2,000,000 －

流動資産合計 3,044,224,228 3,114,361,663

資産合計 3,044,224,228 3,114,361,663

負債の部   
流動負債   

未払解約金 2,743,285 16,909,030

未払受託者報酬 406,016 412,263

未払委託者報酬 17,866,753 18,141,443

未払利息 － 90

その他未払費用 583,200 389,484

流動負債合計 21,599,254 35,852,310

負債合計 21,599,254 35,852,310

純資産の部   
元本等   

元本 ※１ 2,793,861,474 ※１ 2,779,301,453

剰余金   
中間剰余金又は中間欠損金（△） 228,763,500 299,207,900

（分配準備積立金） 93,621,030 69,700,168

元本等合計 3,022,624,974 3,078,509,353

純資産合計 3,022,624,974 3,078,509,353

負債純資産合計 3,044,224,228 3,114,361,663
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

  （単位：円）

 
前中間計算期間

（自　平成28年6月24日
　　至　平成28年12月23日）

当中間計算期間
（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

営業収益   
有価証券売買等損益 98,154,204 90,613,581

営業収益合計 98,154,204 90,613,581

営業費用   
支払利息 14,141 13,385

受託者報酬 283,080 412,263

委託者報酬 12,457,113 18,141,443

その他費用 195,006 389,484

営業費用合計 12,949,340 18,956,575

営業利益又は営業損失（△） 85,204,864 71,657,006

経常利益又は経常損失（△） 85,204,864 71,657,006

中間純利益又は中間純損失（△） 85,204,864 71,657,006

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
12,253,971 7,903,166

期首剰余金又は期首欠損金（△） － 228,763,500

剰余金増加額又は欠損金減少額 98,000,696 74,410,261

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
98,000,696 74,410,261

剰余金減少額又は欠損金増加額 17,184,218 67,719,701

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
17,184,218 67,719,701

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 153,767,371 299,207,900
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（３）【中間注記表】

 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区　分

当中間計算期間

（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

１． 有価証券の評価基準及び評価方

法

投資信託受益証券

  移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、投資信託受益証券の基準価額に基

づいて評価しております。

 

 

（中間貸借対照表に関する注記）

区　分
前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

１． ※１ 期首元本額 843,380,000円 2,793,861,474円

  期中追加設定元本額 4,154,779,904円 807,277,716円

  期中一部解約元本額 2,204,298,430円 821,837,737円

     

２．  受益権の総数 2,793,861,474口 2,779,301,453口

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

区　分

前中間計算期間

（自　平成28年6月24日

　　至　平成28年12月23日）

当中間計算期間

（自　平成29年6月24日

　　至　平成29年12月23日）

   該当事項はありません。 該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

　金融商品の時価等に関する事項

区　分 前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

１． 貸借対照表計上額と時価との

差額

金融商品は全て時価で計上さ

れているため、貸借対照表計

上額と時価との差額はありま

せん。

同左

    

２． 時価の算定方法 (１)有価証券

重要な会計方針に係る事項に

関する注記に記載しておりま

す。

 

(２)上記以外の金融商品

これらは短期間で決済される

ため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいことから、当該帳簿価

額を時価としております。

同左
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（デリバティブ取引に関する注記）

　ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

該当事項はありません。 同左

 

 

（1口当たり情報）

 
前計算期間末

（平成29年6月23日現在）

当中間計算期間末

（平成29年12月23日現在）

1口当たり純資産額 1.0819円 1.1077円

（1万口当たり純資産額） (10,819円) (11,077円)
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２【ファンドの現況】

　

原有価証券届出書の「第二部　ファンドの情報　第３　ファンドの経理状況　２　ファンドの現況」を

次の内容に訂正・更新します。

 

＜訂正後＞

【純資産額計算書】

 

YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）

（平成29年12月末日現在）

　Ⅰ　資産総額 8,219,586,906円

　Ⅱ　負債総額 1,002,437円

　Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 8,218,584,469円

　Ⅳ　発行済数量 8,014,459,346口

　Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.0255円

 

YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）

（平成29年12月末日現在）

　Ⅰ　資産総額 3,097,454,152円

　Ⅱ　負債総額 413,871円

　Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 3,097,040,281円

　Ⅳ　発行済数量 2,780,833,712口

　Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.1137円
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第三部【委託会社等の情報】
　

第１【委託会社等の概況】

原有価証券届出書の「第三部　委託会社等の情報　第１　委託会社等の概況　１　委託会社等の概況お

よび２　事業の内容及び営業の概況」を次の内容に訂正・更新します。

 

＜訂正後＞

 

１【委託会社等の概況】

 

ａ. 資本金の額
 

　平成29年12月末日現在

　資本金の額　　　　2億円

　発行可能株式総数　12,000株

　発行済株式総数　　7,000株

　過去5年間における資本金の額の増減

　平成29年8月　資本金2億円に増資

 

ｂ. 委託会社の機構
 

①　会社の意思決定機構

　業務執行上重要な事項は、取締役会の決議をもって決定します。取締役は、株主総会において選

任され、その任期は選任後1年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の

終結のときまでです。

　取締役会は、代表取締役を選定し、代表取締役は、会社を代表し、取締役会の決議にしたがい業

務を執行します。
 

②　投資運用の意思決定機構

　投資運用の意思決定機構の概要は、以下のとおりとなっています。
 

イ．ファンド設定会議

　ファンド運営上の諸方針を記載した基本計画書をファンド設定会議において審議します。

ロ．運用部長・ファンドマネージャー

　ファンドマネージャーは、基本計画書に定められた各ファンドの諸方針と運用審査会議で決定

された基本的な運用方針にしたがって運用計画書を作成します。運用部長は、ファンドマネー

ジャーから提示を受けた運用計画書について、基本計画書および運用審査会議の決定事項との整

合性等を確認し、承認します。

ハ．運用審査会議

　運用部長が議長となり、原則として月1回運用審査会議を開催し、ファンドの運用実績および

リスクとリターンの状況等の報告、ファンド運用に係る基本方針について検討します。

ニ．リスクマネジメント会議

コンプライアンス部長が議長となり、ファンドの運用リスクの状況・運用リスク管理等の状

況についての報告を行ない、必要事項を審議します。
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２【事業の内容及び営業の概況】

 

　委託会社は、「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社として、証券投資信

託の設定を行なうとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用

業）を行なっています。

 

平成29年12月末日現在、委託会社が運用を行っている投資信託（親投資信託を除きます。）は次のと

おりです。
 

種類 本数 純資産総額（円）

追加型株式投資信託 5 22,659,114,631

追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 5 22,659,114,631
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３【委託会社等の経理状況】

原有価証券届出書の「第三部　委託会社等の情報　第１　委託会社等の概況　３　委託会社等の経理状

況」を次の内容に訂正・更新します。

 

＜訂正後＞

 

（１）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省

令第59号）並びに、同規則第2条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平

成19年８月６日内閣府令第52号）により作成しております。

また、当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）並びに同規則第38条及び第57条の規定に基づき、「金融商品取引

業等に関する内閣府令」（平成19年８月６日内閣府令第52号）により作成しております。

（２）財務諸表及び中間財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（３）当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2期事業年度（平成28年４月１日

から平成29年３月31日まで）の財務諸表について、有限責任あずさ監査法人により監査を受け

ております。また、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3期事業年度に係る中

間会計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）の中間財務諸表について、有限責

任あずさ監査法人により中間監査を受けております。
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（１）【貸借対照表】

　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年3月31日)

当事業年度
(平成29年3月31日)

資産の部     

　流動資産     

　　預金  135,887  29,009

　　前払費用  674  1,424

　　未収委託者報酬  －  29,939

　　未収収益  2  0

　　未収入金  0  3,309

　　流動資産合計  136,564  63,683

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物附属設備  924  2,371

　　　工具器具備品  －  831

　　　有形固定資産合計 ※1 924 ※1 3,202

　　無形固定資産     

　　　ソフトウェア  －  15,000

　　　無形固定資産合計  －  15,000

　　投資その他の資産     

　　　敷金  7,490  7,490

　　　繰延税金資産  2,099  －

　　　投資その他の資産合計  9,590  7,490

　固定資産合計  10,515  25,693

資産の部合計  147,079  89,376
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　（単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年3月31日)

当事業年度
(平成29年3月31日)

負債の部     

　流動負債     

　　預り金  －  432

　　未払金  －  14,805

　　　未払代行手数料  －  11,890

　　　その他未払金  －  2,914

　　未払費用  1,072  5,639

　　未払法人税等  49  456

　　流動負債合計  1,121  21,333

　負債の部合計  1,121  21,333

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  100,000  100,000

　　資本剰余金     

　　　資本準備金  50,000  50,000

　　　資本剰余金合計  50,000  50,000

　　利益剰余金     

　　　その他利益剰余金  △4,042  △81,957

　　　　繰越利益剰余金  △4,042  △81,957

　　　利益剰余金合計  △4,042  △81,957

　　株主資本合計  145,957  68,042

　純資産の部合計  145,957  68,042

負債及び純資産の部合計  147,079  89,376
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（２）【損益計算書】

（単位：千円）

 
前事業年度

(自 平成28年1月 4日

　 至 平成28年3月31日)

当事業年度
(自 平成28年4月 1日

至 平成29年3月31日)

営業収益     

　委託者報酬  －  64,546

　営業収益計  －  64,546

営業費用     

　代行手数料  －  25,719

　外注費  －  7,970

　通信費  －  18,691

　印刷費  －  12,233

　広告宣伝費  －  9,320

　諸会費  －  5,384

　営業費用計  －  79,320

一般管理費     

給料手当 ※1 1,912 ※1 40,352

　旅費交通費  342  1,997

　地代家賃  362  7,490

　減価償却費  5  3,371

　租税公課  1,102  327

　諸経費  2,376  7,045

　一般管理費計  6,099  60,584

営業損失  6,099  75,358

営業外収益     

　受取利息  6  0

　雑収入  －  0

　営業外収益計  6  0

経常損失  6,093  75,358

税引前当期純損失  6,093  75,358

法人税、住民税及び事業税  49  456

法人税等調整額  △2,099  2,099

法人税等合計  △2,050  2,556

当期純損失  4,042  77,914
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（３）【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成28年1月4日　至　平成28年3月31日）

（単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

会社成立日残高 100,000 50,000 50,000 ― ― 150,000 150,000

当期変動額        

 当期純損失 ― ― ― △4,042 △4,042 △4,042 △4,042

当期変動額合計 ― ― ― △4,042 △4,042 △4,042 △4,042

当期末残高 100,000 50,000 50,000 △4,042 △4,042 145,957 145,957

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

（単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 50,000 50,000 △4,042 △4,042 145,957 145,957

当期変動額        

 当期純損失 ― ― ― △77,914 △77,914 △77,914 △77,914

当期変動額合計 ― ― ― △77,914 △77,914 △77,914 △77,914

当期末残高 100,000 50,000 50,000 △81,957 △81,957 68,042 68,042
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重要な会計方針

1.　固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産

　　 建物附属設備については定額法、工具器具備品については定率法を採用しております。

また、耐用年数は次のとおりです。

建物附属設備　10～15年

工具器具備品　10年

（2）無形固定資産

　　無形固定資産は、定額法により償却しております。また自社利用のソフトウエアについては、当

社で定める利用可能期間（5年）に基づいて償却しております。

 

2.　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

注記事項

（追加情報）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年3月28

日）を当事業年度から適用しております。

 

（貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 前事業年度
(平成28年3月31日)

当事業年度
(平成29年3月31日)

建物附属設備 5 209

工具器具備品 － 166

 

（損益計算書関係）

※１　関係会社との取引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 前事業年度
(自 平成28年1月 4日

 至 平成28年3月31日)

当事業年度
(自 平成28年4月 1日

 至 平成29年3月31日)

出向者人件費親会社負担額 6,600 74,475

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成28年1月4日　至　平成28年3月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
会社成立日

株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

普通株式 3,000株 ― ― 3,000株
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当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

普通株式 3,000株 ― ― 3,000株

 

（金融商品関係）

1.　金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については、短期的な預金に限定しており、また資金調達については、借入

によらず、株式の発行により行う方針です。なお、デリバティブ取引は行っておりません。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

預金は高格付けの金融機関に対する短期の預金であることから、リスクは僅少であります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

当社は、年度事業計画を策定し、これに基づいて必要となる運転資金を検討し、充足する十分

な手元流動性を維持することで、流動性リスクを管理しております。

 

2.　金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（平成28年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）預金 135,887 135,887 ―

資産計 135,887 135,887 ―

 

当事業年度（平成29年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）預金 29,009 29,009 ―

（2）未収委託者報酬 29,939 29,939 ―

資産計 58,949 58,949 ―

（1）未払金 14,805 14,805 ―

負債計 14,805 14,805 ―

（注１）　金融商品の時価の算定方法

資産

（1）預金、（2）未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳

簿価額によっております。

負債

（1）未払金

未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳

簿価額によっております。
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（税効果会計関係）

1.　繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳　　　　　　　　　　 （単位：千円）

 前事業年度
(平成28年3月31日)

当事業年度
(平成29年3月31日)

繰延税金資産   

　繰越欠損金 2,099 26,499

　入会金否認 － 1,401

繰延税金資産小計 2,099 27,900

評価性引当金 － △27,900

繰延税金資産合計 2,099 －

繰延税金資産の純額 2,099 －

2.　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該

差異の原因となった主要な項目別の内訳

税引前当期純損失を計上したため記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

前事業年度（自　平成28年1月4日　至　平成28年3月31日）

1.　セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2.　関連情報

（1）商品及びサービスごとの情報

当事業年度については営業収益がないため、記載を省略しております。

（2）地域ごとの情報

①　営業収益

当事業年度については、営業収益がないため、記載を省略しております。

②　有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

（3）主要な顧客ごとの情報

当事業年度については、営業収益がないため、記載を省略しております。

3.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

4.　報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

5.　報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

1.　セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2.　関連情報

（1）商品及びサービスごとの情報

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が90％を超えるため、記載を省略して

おります。
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（2）地域ごとの情報

① 営業収益

内国籍投資信託からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略

しております。

② 有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

（3）主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がないため、記載を

省略しております。

3.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

4.　報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

5.　報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

（関連当事者情報）

1.　関連当事者との取引

前事業年度（自　平成28年1月4日　至　平成28年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は出

資金(百万円)

事業の内

容

議決権の

所有割合

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

㈱ 山 口

フィナン

シャルグ

ループ

下関市

竹崎町
50,000 銀行業 ―

出向者の

受入

出向者人件費

の負担
6,600 ― ―

親会社

の子会社
三友㈱

下関市

細江町
50

不 動 産

業
―

事務所の

賃借

敷金の差入

賃借料の支払

7,490

959

敷金

前払費用

7,490

674

取引条件および取引条件の決定方針等

（注１）　 差入敷金保証金は一般的取引条件を勘案した個別契約により決定しております。

（注２）　 上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれて

おります。

（注３）　 出向者契約書に基づき、出向者人件費については、親会社が負担しています。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は出

資金(百万円)

事業の内

容

議決権の

所有割合

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

㈱ 山 口

フィナン

シャルグ

ループ

下関市

竹崎町
50,000 銀行業 ―

出向者の

受入

出向者人件費

の負担
74,475 ― ―

親会社

の子会社

㈱山口銀

行

下関市

竹崎町
10,005 銀行業 ―

投信の販

売委託
投信販売 17,644

未払代行

手数料
8,254

親会社

の子会社

㈱もみじ

銀行

広島市

中区
10,000 銀行業 ―

投信の販

売委託
投信販売 6,496

未払代行

手数料
3,038

親会社

の子会社
三友㈱

下関市

細江町
50

不 動 産

業
―

事務所の

賃借

賃借料の支払

 
7,490

 

敷金

前払費用

7,490

674

取引条件および取引条件の決定方針等

（注１）　 差入敷金保証金は一般的取引条件を勘案した個別契約により決定しております。

（注２）　 上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれて

おります。

EDINET提出書類

ワイエムアセットマネジメント株式会社(E32437)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

38/50



（注３）　 出向者契約書に基づき、出向者人件費については、親会社が負担しています。

 

2.　親会社に関する注記

親会社情報

　㈱山口フィナンシャルグループ（東京証券取引所に上場）

 

（１株当たり情報）

 

 前事業年度
(自 平成28年1月 4日

至 平成28年3月31日)

当事業年度
(自 平成28年4月 1日

至 平成29年3月31日)

１株当たり純資産額 48,652.51円 22,680.98円

１株当たり当期純損失金額 1,347.49円 25,971.52円

　（注）１．潜在株式調整後1株当たり当期純利益額については、1株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

 前事業年度
(自 平成28年1月 4日

至 平成28年3月31日)

当事業年度
(自 平成28年4月 1日

至 平成29年3月31日)

当期純損失（千円） 4,042 77,914

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失（千円） 4,042 77,914

普通株式の期中平均株式数（株） 3,000 3,000

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

　　　　　　　（単位：千円）

  
当中間会計期間
(平成29年9月30日)

資産の部     

　流動資産     

　　預金    206,870

　　前払費用    1,429

　　未収委託者報酬    34,913

　　未収収益    0

　　流動資産合計    243,213

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物附属設備    2,644

　　　工具器具備品    748

　　　有形固定資産合計   ※1 3,393

　　無形固定資産     

　　　ソフトウェア    13,200

　　　無形固定資産合計    13,200

　　投資その他の資産     

　　　敷金    7,490

　　　投資その他の資産合計    7,490

　固定資産合計    24,083

資産の部合計    267,297
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

  
当中間会計期間
(平成29年9月30日)

負債の部     

　流動負債     

　　預り金    210

　　未払金    17,008

　　　未払代行手数料    14,708

　　　その他未払金    2,300

　　未払費用    1,724

　　未払法人税等    1,050

　　未払消費税等    543

　　流動負債合計    20,538

　負債の部合計    20,538

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金    200,000

　　資本剰余金     

　　　資本準備金    150,000

　　　資本剰余金合計    150,000

　　利益剰余金     

　　　その他利益剰余金    △103,240

　　　　繰越利益剰余金    △103,240

　　　利益剰余金合計    △103,240

　　株主資本合計    246,759

　純資産の部合計    246,759

負債及び純資産の部合計    267,297
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（２）中間損益計算書

（単位：千円）

  
当中間会計期間

(自 平成29年4月 1日

至 平成29年9月30日)

営業収益     

　委託者報酬    66,861

　営業収益計    66,861

営業費用     

　代行手数料    28,638

　外注費    2,630

　通信費    11,888

　印刷費    10,429

　広告宣伝費    1,487

　諸会費    215

　営業費用計    55,289

一般管理費     

給料手当   ※1 20,700

　旅費交通費    1,024

　地代家賃    3,745

　減価償却費   ※2 2,009

　租税公課    1,670

　諸経費    3,335

　一般管理費計    32,484

営業損失    20,912

営業外収益     

　受取利息    0

　雑収入    3

　営業外収益計    3

経常損失    20,908

税引前当期純損失    20,908

法人税、住民税及び事業税    374

中間純損失    21,283
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（３）中間株主資本等変動計算書

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

（単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 50,000 50,000 △81,957 △81,957 68,042 68,042

当中間期変動額        

 新株の発行 100,000 100,000 100,000 ― ― 200,000 200,000

 中間純損失 ― ― ― △21,283 △21,283 △21,283 △21,283

当中間期変動額合計 100,000 100,000 100,000 △21,283 △21,283 178,716 178,716

当中間期末残高 200,000 150,000 150,000 △103,240 △103,240 246,759 246,759
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重要な会計方針

1．固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産

建物附属設備については定額法、工具器具備品については定率法を採用しております。

また、耐用年数は次のとおりです。

建物附属設備　10～15年

工具器具備品　10年

（2）無形固定資産

　　無形固定資産は、定額法により償却しております。また自社利用のソフトウェアについては、当

社で定める利用可能期間（5年）に基づいて償却しております。

2．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

注記事項

（中間貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　　（単位:千円）

 当中間会計期間
(平成29年9月30日)

建物附属設備 336

工具器具備品 249

  

（中間損益計算書関係）

※１　関係会社との取引　　　　　　　　　　（単位:千円）

 当中間会計期間
(自 平成29年4月1日

至 平成29年9月30日)

出向者人件費親会社負担額 41,994

 

※２　減価償却実施額　　　　　　　　　　　（単位:千円）

 当中間会計期間
(自 平成29年4月1日

至 平成29年9月30日)

有形固定資産

無形固定資産

209

1,800

 

（中間株主資本等変動計算書関係）

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首株式数

当中間会計期間

増加株式数

当中間会計期間

減少株式数

当中間会計期間末

株式数
摘要

普通株式 3,000株 4,000株 ― 7,000株 注

　（注）普通株式の発行済株式の増加4,000株は、株主割当による新株の発行によるものであります。
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（金融商品関係）

当中間会計期間（平成29年9月30日）

金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時

価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（（注２）参照

のこと）。

　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

（1）預金 206,870 206,870 ―

（2）未収委託者報酬 34,913 34,913 ―

資産計 241,783 241,783 ―

（1）未払金 17,008 17,008 ―

負債計 17,008 17,008 ―

（注１）金融商品の時価の算定方法

資産

（1）預金、（2）未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳

簿価額によっております。

負債

（1）未払金

未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳

簿価額によっております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 当中間会計期間

 敷金 7,490

　　これらは、市場価格がなく、かつ将来キャッシュフローを見積ることなどができず、時価

を把握することが極めて困難と認められるものであるため、時価開示の対象としておりませ

ん。

 

（税効果会計関係）

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該

差異の原因となった主要な項目別の内訳

税引前中間純損失を計上したため記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

　　1．セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2．関連情報

　　（1）商品及びサービスごとの情報

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が90％を超えるため、記載を省略して

おります。
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　　（2）地域ごとの情報

　　　　①　営業収益

内国籍投資信託からの営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　　　　②　有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

（3）主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がないため、

記載を省略しております。

6．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

7．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

8．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 

 当中間会計期間
(自 平成29年4月１日

至 平成29年9月30日)

１株当たり純資産額 35,251.30円

１株当たり中間純損失金額 5,804.67円

　（注）１．潜在株式調整後1株当たり中間純利益額については、1株当たり中間純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．1株当たり中間純損失金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

 当中間会計期間
(自 平成29年4月１日

至 平成29年9月30日)

中間純損失（千円） 21,283

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純損失（千円） 21,283

普通株式の期中平均株式数（株） 3,666

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成30年２月９日
ワイエムアセットマネジメント株式会社
取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 伊 藤 浩 之 ㊞

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンド

の経理状況」に掲げられているYMアセット・バランスファンド（安定タイプ）の平成29年６月24日から
平成29年12月23日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余
金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。
 

中間財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。

 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査
の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中
間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの
合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施すること
を求めている。
中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比

べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断によ
り、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中
心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状
況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する
内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者
によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。
 

中間監査意見
当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠して、YMアセット・バランスファンド（安定タイプ）の平成29年12月23日現在の信託財
産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成29年６月24日から平成29年12月23日まで）の損
益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 
利害関係
ワイエムアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公

認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

※上記は当社が中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。

※ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成30年２月９日
ワイエムアセットマネジメント株式会社
取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 伊 藤 浩 之 ㊞

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンド

の経理状況」に掲げられているYMアセット・バランスファンド（成長タイプ）の平成29年６月24日から
平成29年12月23日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余
金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。
 

中間財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査
の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中
間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの
合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施すること
を求めている。
中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比

べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断によ
り、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中
心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状
況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する
内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者
によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。
 

中間監査意見
当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠して、YMアセット・バランスファンド（成長タイプ）の平成29年12月23日現在の信託財
産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成29年６月24日から平成29年12月23日まで）の損
益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。
 

利害関係
ワイエムアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公

認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

※上記は当社が中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。

※ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
 
次へ

EDINET提出書類

ワイエムアセットマネジメント株式会社(E32437)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

48/50



独立監査人の監査報告書
 

平成29年６月22日
ワイエムアセットマネジメント株式会社
取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 中井　修

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社

等の経理状況」に掲げられているワイエムアセットマネジメント株式会社の平成28年４月１日から平成
29年３月31日までの第２期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。

 
財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合
理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用
した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸
表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 

監査意見
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、ワイエムアセットマネジメント株式会社の平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって
終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

※上記は当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

※ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成29年12月20日
ワイエムアセットマネジメント株式会社
取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 中井　修

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社

等の経理状況」に掲げられているワイエムアセットマネジメント株式会社の平成29年４月１日から平成
30年３月31日までの第３期事業年度の中間会計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に
係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な
会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
 

中間財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査
の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中
間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの
合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施すること
を求めている。
中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比

べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断によ
り、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中
心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状
況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統
制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。
 

監査意見
当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠して、ワイエムアセットマネジメント株式会社の平成29年９月30日現在の財政状態及び
同日をもって終了する中間会計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）の経営成績に関す
る有用な情報を表示しているものと認める。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

※上記は当社が中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。

※ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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